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海業の事業計画骨子【神奈川県逗子市 小坪漁港】 ①

【地域・水産業の現状と課題】
○神奈川県逗子市の⻄部に位置する、相模湾に⾯した市内唯⼀の漁港。鎌倉時代から続く歴史を持つ。
〇⺠間会社が昭和40年代に⾏った公有水⾯埋⽴に伴い漁業船揚場が造成されたことにより、漁港区域内に複数のマリーナを有している。
〇ワカメやシラス、カツオ、アジなどが水揚げされるが、磯焼けの影響等により全体的な水揚げ量は減少している。
〇市全体の産業規模に対する水産業の規模は小さく、⾷料品製造加工、卸売、小売、宿泊飲⾷サービス（観光）は、市外からの調達

が多い。
【海業を取り組むにあたっての背景】
〇漁業者の高齢化や魚価低迷、水産資源減少などの問題が深刻化しており、漁業と観光による賑わいづくりによる活性化が求められ
ている。また、漁港施設の⽼朽化や、維持管理体制の更新について、⺠間企業との連携が求められている。

〇漁業者の中には既に他事業に取り組む者も⾒られる。
〇⼤都市圏近郊に位置し、また、近隣に鎌倉・江の島等の観光地があり、周辺観光客の流⼊を⾒込める⽴地にある。
○令和3年度より、漁業体験イベント、船上直売会、遊漁船クルーズなどの試⾏的な取組を実施。また、同12月より、小坪漁港を取り巻く

現状や課題、将来に向けた展望を共有するため、「小坪漁港海⾯利⽤事業者意⾒交換会」を実施。

１．現状と課題

■属地陸揚量と属地陸揚げ⾦額の推移

小坪漁港海⾯利⽤事業者
意⾒交換会

小坪漁港海⾯利⽤事業者
意⾒交換会

2．検討体制

■漁港全体図

R3.12〜R5.3

R5.11〜
小坪漁港の海業振興に

関する検討準備会

■逗子市の所得循環構造

域外から所得を
獲得している産業

域外に所得が
流出している産業

■逗子市の経常収支の内訳※リビエラ逗子マリーナ…ヨットハーバー、ホテル、レストラン、屋内外イベント
会場、リゾートマンション、テニスコートを有するリゾート施設。

東京や横浜などへの通勤者等により、
784億円の所得が市外から流⼊

逗子市の域内総生産（国のGDPに
あたるもの）は1388億円で、全体の
労働生産性も比較的高い

労働生産性

平均生産性984.7万円/人
全国平均962.5万円/人

(302位/1,719市町村)

労働生産性が高く、所得の
流⼊も多くが、1人あたり所得
は低い
→非就業者（専業主婦
等）が多い可能性

※所得を獲得しても、
地域外に流出している経済構造

うち水産業は
1.35億円

※⾷料品製造加工、卸売、小
売、宿泊・飲⾷サービスは域外
からの調達が多い

小坪漁港

逗子マリーナ
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※最盛期より⼤幅に減少



１. 複合的空間整備事業（所有︓市、整備・運営︓PFI等を活⽤した⺠間事業者）

海業の事業計画骨子【神奈川県逗子市 小坪漁港】 ②

小坪漁港は小規模ながら⼤都市に近く、隣地に観光レジャー施設が⽴地していることから、
漁業プラスアルファの事業に取組み、所得の拡大を図る⇒「漁師が主役」の海業振興
○地理的特性を生かす
・⼤都市との近接性、周辺の観光集客等の活⽤（逗子海岸、鎌倉、葉⼭、江の島等との連携・回遊）
・小坪漁港ならではの魅⼒、特性の活⽤（⼤都市近郊で稀有な漁村景観、歴史、⽂化等）
○漁業者の新たなチャレンジを促す
・漁港施設、エリアの有効活⽤（規制緩和等の効果的活⽤）
・漁業者の新規事業ニーズへの対応（小坪ならではの新規事業）
○小坪漁港の持続的な成⻑・発展につなげる
・養殖等の推進、磯焼け対策等による漁獲量の安定化 ・次代に向けた環境教育

３．海業の方針

４．海業の具体的な取組・実施主体（案）・期待される効果

漁業専業
（漁業の売上が
100％）
52.9％

漁業主業
（漁業の売上が
50〜100％未
満）17.6％

漁業主業
（漁業の売上が
50％未満）
29.4％

■逗子市の漁業者の類型

■逗子市の漁業者の事業ニーズ調査

※約半数が兼業

①⾷料品等の製造事業

②⾷料品等の販売事業

③飲⾷サービスの提供事業

④マリンレジャー事業
38.9%

44.4%

27.8%

33.3%

38.9%

33.3%

38.9%

44.4%

22.2%

22.2%

33.3%

22.2%

取り組んでみたい 取り組んでみたいと思わない 未記⼊

■海業振興によって期待される効果

※3割以上の漁業者が新規事業の取組に意向あり

■漁港施設等活⽤事業候補エリア

拠点施設
（漁業振興セン
ター、加工場、観
光案内、休憩・
待合スペース、⽴
体駐⾞場等）

漁港施設等活⽤事業
実施候補エリア

小坪漁港施設内に、海業関連事業を実施する空間的整備を⾏う。防波堤の延伸のほか、景観・案内板、多目的広場、駐⾞
場、災害対策施設、複合施設（観光案内所、加工設備、事務所、多目的室等）を整備する。
⇒観光客の増加、漁港周辺の安全性強化、小坪漁港の認知度向上、市内の雇⽤拡⼤ 等

２. 漁業者による水産品の加工・販売、飲食提供活性化事業（漁業者及び既存事業者）
1.の複合的施設内に加工設備や多目的広場（キッチンカースペース、屋台等）を整備・確保することにより、
現状で加工設備や販売設備を持たない漁業者が、新たに加工・販売ビジネスに参⼊できるようにする。
⇒観光客の増加、小坪漁港の認知度向上、市⺠の雇⽤拡⼤

３. 海上タクシー事業（漁業者（船舶保有者））
漁業者が漁業活動をしていない時間帯に、漁船や漁港施設を活⽤し、周辺観光地（逗子海岸、江の島、葉⼭等）と小坪漁
港を結ぶ海上タクシー（漁師タクシー）を運航することで観光客を呼び込む。
⇒小坪漁港の認知度向上、利⽤をきっかけとした小坪漁港への⽴ち寄り増・滞在時間拡⼤

４. 小坪エリアの資源を生かした体験観光・教育事業（小坪漁業協同組合、地域住⺠、⺠間事業者）

観光客や、子ども（学校等）を対象に、漁業体験や加工体験、海洋環境（循環共生）、小坪の歴史や⽂化などを題材とした
体験観光・教育コンテンツを造成し、漁港関係者や地元住⺠等がガイド役となって非⽇常の体験を提供することで、所得向上及
び小坪海浜地域の活性化につなげる。
⇒小坪漁港の認知度向上、住⺠の愛着・誇りの醸成、地域のイメージ向上、漁業への理解促進

５. 小坪エリアの交通結節拠点化事業（駐⾞場、交通案内）（⺠間事業者（施設運営者））

1.の施設整備により、観光客向け他の駐⾞場、観光案内、海上タクシー乗り場等を⼀体的に整備することで、収益を確保しな
がら、観光客の滞在時間拡⼤を促し、地域経済の活性化を図る。
⇒小坪漁港の認知度向上、住⺠の愛着・誇りの醸成、地域のイメージ向上、漁業への理解促進
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